
 

［成果情報名］ビブルナム「スノーボール」のシアナミド液剤処理による促成効果 

［要約］ビブルナム「スノーボール」において、８℃以下の低温に 1,100～1,700 時間程度遭

遇した立木に、シアナミド液剤を促成開始前及びその１週間後の２回全面散布することで

発芽が促進され、促成期間 40～50 日程度で切り枝を収穫することができる。  
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［分類］技術・普及 
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［背景・ねらい］ 

洋種枝物花木のビブルナム「スノーボール」切り枝の出荷期拡大を図るため、早期促成

におけるシアナミド液剤による休眠打破処理と加温促成開始時期が開花と切り枝品質に及

ぼす影響を検討し、シアナミド液剤の処理適期を明らかにする。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１．ビブルナム「スノーボール」の立木に、シアナミド液剤(シアナミド 13.0%の 15 倍水

溶液)を休眠覚醒期の促成開始前とその１週間後の２回全面散布処理することで発芽が

促進され、促成期間 40～50 日程度で切り枝を収穫できる（表１）。  
２．シアナミド液剤の実用上の処理効果は、８℃以下の自然低温に 1,100～1,700 時間程度

遭遇した場合に顕著であり、花房発達が優れる商品性の高い切り枝が確保できる。低温

遭遇時間が 1,100 時間未満では促成期間が長くなり、花房の発達不良など問題が発生し

商品枝率が低下する。低温遭遇時間が 1,700 時間を超えると、自然低温のみで促成した

場合と同程度の促成期間となり処理の効果が低下する（表２）。  
３．山形県におけるシアナミド液剤処理による促成栽培は、図１のとおり整理できる。  
           
［成果の活用面・留意点］ 

１．上記のシアナミド液剤は 2009 年１月 21 日付けでビブルナムに農薬登録適用拡大とな

った。  
２．８℃以下の低温遭遇時間は山形県内陸平坦部における試験結果である。  
３．コンテナ栽培した樹を温室に入室し、加温温度は昼温 20℃/夜温 13℃で管理した。  
４．シアナミド液剤は 250mL／樹を散布処理した。 



 

［具体的データ］ 

加温促成 加温促成開始 シアナミド液剤の 平均
ｚ

 発芽
ｙ

平均
ｚ

 促成
ｘ

商品枝
ｗ

商品
ｘ

開始時期 までの8℃以下 処理回数 発芽日 所要 収穫日 所要 合計 枝率
ｘ

低温遭遇時間 日数 日数 本数 （％）
（月日） （月日） （月日） （月日） （本/樹）

１回 1.21 24 2.12 46 13.5 100
２回 1.18 21 2. 9 43 15.0 100

無処理 2. 5 39 2.23 57 10.5 70
ｚ50％到達日、ｙ促成開始日から発芽日までの日数、x促成開始日から収穫日までの日数
ｗ切り枝長50㎝以上かつ花房数2個以上、ｖ（商品枝数／正常花房数2個以上の着花枝数）×100

2007年
12月28日

1,102時間

表１　発芽、開花、収量に及ぼすシアナミド液剤の散布処理の影響

 
 

加温促成 シアナミド液剤 加温促成開始 平均
ｚ

 発芽
ｙ

平均
ｚ

 促成
ｘ

商品枝
ｗ

商品
ｖ

開始時期 処理の有無 までの8℃以下 発芽日 所要 収穫日 所要 合計 枝率
z

低温遭遇時間 日数 日数 本数
（時間） （月日） （日） （月日） （日） （本/樹） （％/樹）

2009年
12月 6日 有り  2.10 66  3. 3 87 8.0 84

無し  3.14 98  4. 5 120 5.5 69
12月13日 有り  1.16 34  2.12 61 6.5 81

無し  2.15 64  3.11 88 5.5 79
12月20日 有り  1.18 29  2.13 55 6.5 87

無し  2.15 57  3. 9 79 9.0 82
12月27日 有り  1.19 23  2.13 48 11.5 100

無し  2.13 48  3. 7 70 4.0 100
2010年
 1月 1日 有り  1.27 26  2.19 49 7.5 100

無し  2. 9 39  3. 5 63 5.0 100
 1月 9日 有り  2. 4 26  2.27 49 7.0 100

無し  2.11 33  3. 5 55 6.0 100
 1月18日 有り  2. 6 19  3. 1 42 14.5 100

無し  2.13 26  3. 8 49 17.0 100
 1月23日 有り  2.13 21  3.10 46 15.5 100

無し  2.13 21  3.11 47 5.5 100

表２　発芽、開花、収量に及ぼすシアナミド液剤の散布処理と加温促成開始までの8℃以下低温遭遇時間
　　  の影響

  669

ｗ切り枝長50㎝以上かつ花房数2個以上、ｖ（商品枝数／正常花房数2個以上の着花枝数）×100

ｚ50％到達日、ｙ促成開始日から発芽日までの日数、x促成開始日から収穫日までの日数

1,141

1,260

1,452

1,668

1,788

  808

  975
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